
　横浜環状南線 公田笠間トンネル工事は、首都圏中央連絡自動車道の一部となる横浜
環状南線（片側3車線・総延長8.9㎞）公田IC～栄IC間のシールドトンネル、掘割擁
壁、盛土擁壁を含む延長約2.1㎞の工事です。シールド区間は、延長約1.7㎞（覆工外径
15ｍ、離隔約1ｍ）の上下線併設トンネル、擁壁区間は、延長約0.3㎞（幅30ｍ）のＵ
型擁壁構造となり、シールド区間には、非常駐車帯拡幅部を2箇所（上下線各1箇
所）、道路面下に避難通路を設置します。
　現在は、シールド復路の本掘進が開始し、セグメントの搬入やＶＭＳの運行、土砂搬
出ダンプの運行などの活発な様子が見学できます。また、今回の見学会では、本工事の
概要や難工事部分の説明なども行う予定です。お繰り合わせのうえご参加ください。

土木工事現場見学会のご案内

東京土木施工管理技士会 会員限定

横浜環状南線 公田笠間トンネル工事

開　　催　　日

定　　　　　員

集　合　場　所

2024年11月12日㈫

東京土木施工管理技士会会員限定  40名（無料）　

11時30分～ 17時　
※集合時間　11時15分より受付開始
※見学時間　13時～15時（貸切バスにて移動）
※軽食付き

 行　　程（予定） 11：15 東京建設会館前（東京都中央区八丁堀2-5-1） 集合・受付開始
11：30 出発　⇒　バス移動（車内で軽食をお配りします）
13：00 視察現場 インフォメーションセンター 到着
 （神奈川県横浜市栄区笠間町775）

13：00～15：00　横浜環状南線 公田笠間トンネル工事　
                              概要説明・見学・質疑応答
15：10 視察現場 出発　⇒　バス移動　⇒　
16：30 東京建設会館前 到着／解散（予定）

※1社2名様以内のお申込みとさせていただきます。

【CPDS認定見学会　2ユニット】形態コード101-1

東京建設会館前
東京都中央区八丁堀2-5-1

集合場所 QRコード



問い合わせ先

注　意　事　項 

そ　　の　　他

東京土木施工管理技士会
〒104‐0032　東京都中央区八丁堀2－5－1
　TEL　03－3552－5800　　FAX　03－3552－5832
　E-mail webmaster@to-gisi.com

・作業服・安全靴など現場入場に適した服装を着用のうえご参加く
ださい。
※ヘルメットは、現場でスピーカー付きのものを用意いたします。ご持参いただ
かなくても差支えありません。

・現地事務所では着替えの場所を確保できませんので、ご承知置
きください。

・写真撮影は原則禁止となります。

・軽食をご用意いたします。車内でお召し上がりください。

【 工 事 概 要 】
横浜環状南線 公田笠間トンネル工事

一般国道468号（横浜横須賀道路）

神奈川県横浜市栄区公田町 ～ 神奈川県横浜市栄区飯島町

東日本高速道路株式会社 関東支社

2016年4月から2028年10月

鹿島・竹中土木・佐藤工業 特定建設工事共同企業体

横浜環状南線の戸塚IC（仮称）～釜利谷JCTの本線のうち、シール
ドトンネルを含む延長約2.1kmの工事

・シールドトンネル：3,448m
  （φ15.28シールド機、覆工外径15.00m・内径14.19m、1,724m上下線）
・トンネル立坑：3箇所（発進到達立坑、回転立坑、換気所）
・非常駐車帯拡幅工：2箇所（31.5m×2箇所）
・坑内避難通路工：3,448m（ボックスカルバート）
・坑内埋戻し工：約73,000㎥（流動化処理土）、約29,000㎥（路盤砕石）
・U型擁壁：掘削擁壁125m、盛土擁壁175m、切盛土工 約60,000㎥

工 事 件 名

路 線 名
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工 事 内 容

工 事 概 要

申　込　方　法 ・右記QRコードよりお申し込みください。
・当会ホームページ「講習会案内」にも掲載
　しております。
　https://to-gisi.com/
　・定員になり次第締め切らせていただきます。

申込 QRコード


